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今金町民憲章

。 民主主穫に徹して生活を合理化して近代的な町にいた Lましょう。

。 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。 技能をみがき進纂由開発に努め豊かな町にいたしましょう。

。 韓聾をたかめ楽し〈生活できる平和な町にいたしまし ょう。

制 定 昭 和42年IO.IJ1 a 
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藍

綬

章

褒

人権擁護功労

狭 日召さん勝問

平
成

6
年
春
町
褒
賞
で
昭
和
必
年

4
月
か
ら
幻
年
問
、
人
権
擁
護
委
貝

を
努
め
て
い
る
狭
間
勝
昭
さん
が
藍
綬

褒
章
に
輝
き
ま
し
た
。

昭
和
岨
年
か
ら
町
議
会
議
員
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
狭
間
ぷ
は
今

回
の
受
賞
に

つ
い
て

「
光
栄
の
い
た

り
で
す
。
分
不
相
応
で
す
が
受
賞
に

恥
じ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
口
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「不
動
産
の
権
利
関
係
、
離
婚
問

題
、
隣
人
関
係
、
サ
ラ
金
問
題
な
ど

複
雑
で
人
情
め
か
ら
む
こ
と
も
多
い

の
で
相
談
者
向
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
接
し
て
き
ま
し
た
。

L

と
苦
労
話

も
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
基
本
的
人
権
思
想
の
啓
発

に
努
的
、
特
に

，
子
供
の
人
権
を
守

る
H

こ
と
に
力
を
入
れ
た
い
と
結
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

人 権 擁 護 委 員
人権擁種委員は、法務大臣から委嘱され、どこの

町村にもおります.そして、人権侵犯事件向調査処

理平人権思想的啓発活動にあたるとともに、人権問

題をはじめ、皆さんの身近な生活上町諸問題につい

ての相験相手となり、こうした活動を通じて、互い

に人権を尊重し合い、明るく住みよい社会づ 〈りに

貢献しています.

美
利
河
ダ
ム

美
利
河
ダ
ム
下
に
造
ら
れ
た
ダ
ム

サ
イ
ト
公
園
町
ゴ

l
カ
l
ト
場
と
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
4
月

m
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
.

コ
ー
ス
は
幼
児
も
楽
し
め
る
バ
ッ

テ
リ
ー
カ
1
コ
ス
、

S
字
カ

l
プ

や
へ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
が
連
続
す
る
会

長
3
4
0
H川
町
ゴ
カ

l
ト
コ

l
ス、

大
人
で
も
ス
リ
ル
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

味
わ
え
る
全
長
1
4
0
μ
の
ス
キ
y

ド
カ

l
コ
l
ス
が
あ
り
ま
す
。

隣
接
地
に
は
全
天
候
型
の
ソ
フ
ト

コ
l
ト
2
商
を
有
す
る
テ
ニ
ス
コ

ー

ト
も
あ
り
、
水
洗
ト
イ
レ
も
完
備
し

日の出町 (65)

を応援り」
年金・簡保資金は

「住みよい町づく

みなさんが加入している国民年金や厚生年金、郵便局の簡易生命保険の保険料は、

将来の年金給付や保険金の支払のための大切な財源として積立てられていますが、

サ
イ
ト
公
園
内

て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ

て
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
、
家
族
づ
れ

や
子
供
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し

た
管
理
運
営
は
町
が
全
額
出
資
の
附

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
が
行
い
、
営
業

時
間
は
午
前
日
時
1
午
後
5
時
ま
で

で
、
料
金
は
衰
の
と
お
り
で
す
。

既
存
の
奥
美
利
河
温
泉
山
の
家
、

パ

1
7
ゴ
ル
フ
場
、
7
ア
プ
ラ
ザ
ピ

リ
カ
の
連
動
に
よ
っ
て
益
々
の
観
光

入
り
込
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

営業時間 午前10・00ー午後5:∞
※ゴーカート 場料金

ゴーカー ト 1固 (1人乗)200円
(2人乗)350円

1固 500円
1回 100円

企連体中、た〈さんの子供たちでにぎわいま Lた。
など

のために

この積立金(資金)は、地域に役立てられるよう 、地方公共団体(市町村等)

にf低利で貸しイ寸けされています。

町でも、平成 5年度に総額 5，980万円が融資され「住みよい町づくり 」

スキッドカ

バッテリ ーカー

※テニスコート料金

(平 日 時間 1商 1，000円
(土日、祭日 時間 1商 1，250円

• 
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大
和
団
地
宅
地

好
評
分
譲
中

町
で
は
、
町
有
地
大
和
団
地
を

住
宅
住
宅
兼
庖
舗
の
敷
地
と
し

て
、
お
区
画
中
、
初
区
画
(
内
7
区

画
売
買
契
約
済
)
を
坪
当
た
り
約

2
万
7
干
同
で
分
観
し
て
い
ま
す
。

売
り
払
い
条
件
な
ど
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

記

1
、
住
宅

・
住
宅
兼
居
舗
の
敷
地

で
あ
る
こ
と
。

2
、
購
入
後
5
年
以
内
に
建
物
を

建
設
す
る
こ
と
。

3
、
購
入
後
、
住
宅
建
設
前
は、
他

に
権
利
を
畷
渡
し
な
い

こ
と。

(相
続
は
除
外
す
る
。)

4
、
土
地
代
金
は
契
約
時
に
日
%、

残
額
に
つ
い
て
は
、
契
約
後
3

ヶ
月
以
内
に
全
額
納
入
す
る
こ

》
%

5
、
こ
の
条
件
に
違
反
の
と
き
は
、

売
り
払
い
価
額
で
町
が
買
い
戻

す
も
の
と
す
る
。

6
、
登
録
免
許
税
は
、
購
入
者
が

負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

7
、
水
道
本
管
は
完
備
さ
れ
て
い

る
の
で
、
引
き
込
み
工
事
は
各

自
負
担
と
す
る
.

そ
の
他
、
詳
細
は
、
総
務
課
管
財

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

融資された内訳は次のとおりです。

簡易水道施設整備事業の基幹的施設改

役立てられました。

*年金融資

良及び種川・ 御彬地 区の区域拡張に

4，100万同融資され、水道の安定供給や

未普及地の解消に役立てられました。

1，880万円融資きれ、-幾代地区の農免農道軍基備に

生産道路網の箆備や生活環境の向上に役立てられました。

*郵便局簡易生命保険融資

( 2期)辺地対策事業の光台
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四
つ
葉
学
校
び
ら
さ

集
合
学
習
で

交
流
を
深
め
る

四
つ
葉
学
校
(
美
利
河
小
・
花
石

小
中
里
小
豊
田
小
)
の
学
校
ぴ

ら
き
が
4
月
出
品
目
、
中
里
小
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

四
つ
築
学
校
は
複
式
の
ミ
ニ
校
だ

け
で
は
取
り
組
み
に
く
い
学
校
行
事

な
ど
を
合
同
で
実
施
す
る
も
の
で
、

見
学
遠
足
、
学
習
発
表
会
、
体
育
、

音
楽
町
授
業
な
ど
年
間
日
回
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
入
生
l
名
、
転
入
生
日

名
を
加
、
え
て
剖
名
が
学
校
ぴ
ら
き
に

集
ま
り
ま
し
た
。

学
校
び
ら
き
で
は
児
童
代
表
の
嶋

拓
也
〈
ん
が
「
み
ん

な
で
仲
良
く
、
楽

し
く
学
習
し
て
友

だ
ち
に
な
り
ま
し

ょ
う
。
」
と
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、

l

年
生
と
転
入
生
が

一
人
ず
つ
出
身
地

平
特
技
な
ど
を
元

気
に
自
己
紹
介
し
、

音
楽
や
体
育
の
合

同
授
業
も
行
わ
れ

子
供
た
ち
も
す
っ

か
り
打
ち
解
け
て

い
ま
し
た
。• • 

一

日

進

牧

場

に

牛

例

怒

号

声

…

一

模

範

牧

場

で

開

閉

U
F
一一一d

一…

入
牧
始
ま
る
園

一

在

一

一

長
期
を
前
に
、

5
3日
新

副

謂

ト

:

一

一
緑
あ
ふ
れ
る
日
進
高
原
模
範
牧
場

-
E
E圃
圃
阻
脚
色
皆
同
酔

4

一
-

一

に
各
農
家
か
ら
牛
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
園
開
噛
圃
・
圃
掴
圃
霞

子
一
〓

一

一
ト

ラ

ソ

ク

で

運

び

こ

ま

れ

ま

し

セ

圏

圃

韓

国

圃

闘

】
一事

一
…

預

託

牛

は

受

付

後

、

番

号

札

を

園

町

・

・

趨

車

一

一

二

一

つ
け
ら
れ
た
り
、
健
康

Z
Yク
、

圃

-E盟
園
田
園
閤
園

F:一
啓

一

一
肺
ー
虫
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
投
与
、
妊
娠
盟
園
開
出
掴
開
闘
櫨

一一語

鼠
回
一

鑑
定
な
ど
を
受
け
た
あ
と
、
牛
た
こ
の
日
受
付
さ
れ
た
牛
は
2
0

ち
は
広
々
と
し
た
牧
場
を
元
気
い
0
頭
あ
ま
り
で
日
月
中
頃
ま
で
預

一

っ
ぱ
い
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
託
さ
れ
ま
す
。

一

h
F
褒
彪
を
受
け
る
費
制
河
金
原
昭
和
南
町
納
税
組
合

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
競
う

南
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

日
本
空
手
協
会
南
北
海
道
本
部
主

催
の
第
日
回
南
北
海
道
空
手
道
選
手

権
大
会
が
4
月
げ
目
、
町
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
2
1
4
名
の
参
加

者
が
日
頃
の
練
習
で
鍛
え
た
技
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
函
館
、
登
別
、
八

雲
、
上
ノ
国
、
江
差
、
瀬
棚
、
今
金

の
小
学
1
年
生
か
ら
一
般
ま
で
で
団

体
内
形
と
組
手
、
個
人
の
形
と
組
手

が
あ
り
ま
す
。

組
手
の
試
合
で
は

一
瞬
の
突
き
や

ケ
リ
が
勝
敗
を
分
け
、
父
母
ら
も
真

剣
に
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

今金A
3位今金A

た熱戦を展開
第18回全槽山少年剣道大会

気合の入っ

第13園南北海道空手道選手権大合成績

(今金町関係のみ 3位まで)

〈形の部(団体)> 
中学生の部 2位今金A、 3位今金C

〈形の部(個人)> 
小学4年女子 2位

3位

l位

3位

中学 l年混成 2位

中学z年男子 Z位

中学z年女子 1位

中学 3年男女 I位

〈組手の部(団体)> 
小学生低学年内部 3位

中学生の部 2位今金B、

高校生の部 2位今金

〈組手の部(個人)> 
小学4年女子 2位

3位

l位

2位

z位
3位

2位

2位

3位

l位

3位

2位

浜 田 薫 理

鈴木身江子

船 木萌 衣

奈 良 美 郷

森 和彦

鉢呂 亮

松永ゆかり

内ヶ島武志

小学 5年女子

浜 田 薫 理

原口あずき

船木 萌衣

奈 良 美 郷

樋 口 洋 輔

森 和彦

鉢呂 亮

船 木 紗 良

松永ゆかり

鉢 呂浩 之

坂 本 好 史

吉 本 辰 也

小学 5年女子

小学 6年男子

中学 l年男女

中学z年男子

中学 2年女子

高校生男子

中学 3年男女

町納税表彰式及び

納税貯蓄組合長会議

le • 
第
四
回
全
楠
山
少
年
剣
道
大
会
が

5
月
日
目
、
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
管
内
7
町
か
ら
小

学
生
白
チ
ー
ム
、
中
学
生
7
チ

l
ム、

2
0
0
名
あ
ま
り
の
少
年
剣
士
が
参

加
し
て
日
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
あ

い
ま
し
た
。

場
内
で
は
、
指
導
者
や
父
母
の
声

援
を
受
け
た
選
手
た
ち
が
気
合
の
こ

も
っ
た
竹
万
さ
ば
き
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(町
関
係
分
の
み
)

【団
体
戦
】

マ
中
学
生
町
部

連
盟{

個
人
戦
】

2 
イ立

今
金
剣
道

優

良

1
 

4
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3
団
体
を表

彰

平
成
6
年
度
の
納
税
表
彰
式
及
び

納
税
貯
蓄
組
合
長
会
識
が
4
月
四
日

午
後
1
時
泊
分
か
ら
消
防
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
優
良
納
税
組
合
と
し
て

美
利
河
金
原
昭
和
南
町
の
各
納

税
組
合
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
貯
蓄
組
合
は
、
町
税
及
び
道

税
な
ど
の
納
期
内
完
納
町
督
励
を
は

じ
め
口
座
振
替
の
奨
励
、
納
税
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
な
ど
町
財

政
の
健
全
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。平

成
5
年
度
内
納
付
状
況
を
み
る

と
花
組
合
中
臼
組
合
が
1
0
0
%
完

納
、
残
り
の

H
組
合
も
叩
%
以
上
の

納
付
、
全
体
で

ω
・
7
%
と
い
う
立

派
な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
、
他
に

5
年
度
の
事
業

報
告
、
決
算
の
承
認
、

6
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
の
決
定
を
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。

マ
小
学
男
子
3
年

以

下

優

勝

島
啓
太

Z
位

佐

々

木

生

マ
小
学
男
子
6
年

の

部

2

位

河

村
真
実
マ
小
学
女
子
4
年
以
上

の

部

2

位

河

村

芳

恵

守

中

学

男
子
の
部

3
位

飯

田

拓

也

中

足
型
の
と
こ
ろ
で止

ま
っ
て
ね
庁

今
金
幼
稚
園
の
お
母
さ
ん
た
ち
で

つ
く
る
砂
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
。
の
メ
ン

バ

7
名
が

5
月
日
目
、
市
街
地
の

交
差
点
凶
ケ
所
に
ス
プ
レ
ー
式
の
ペ

ン
キ
で
足
型
を
書
き
ま
し
た
。

交
差
点
で
は
必
ず
止
ま
り
、
左
右

を
確
認
し
て
か
ら
横
断
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

1
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十分楽しめます

か
ろで

~ 

、ー身近なと

自

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
ず
チ
ヨ

y
ト
残
念
で

し
た
。海

外
旅
行
や
圏
内
旅
行
、
趣
味
町

時
間
に
あ
て
る
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
の

楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
プ
ル

経
済
が
崩
壇
し
て
世
の
中
は

，安

・

近

・
短
。
の
時
代
巴

無
理
に
お
金
を
使
わ
な
く
て
も
私

達
の
住
む
今
金
町
は
自
然
が
盟
か
で

身
近
に
楽
し
め
る
施
般
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

町
内
の
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
載
せ

て
み
ま
し
た
の
で
、
家
旅
や
友
達
と

行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。• • 

マ
ナ
ー
を

守
っ
て

利
用
し
て
ね

利
用
に
あ
た
っ
て
は
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。
最
近
、
特
に
公
固

な
ど
の
公
共
施
設
で
の
ゴ
ミ
の
放
置

や
犬
の
フ
ン
の
始
末
を
し
な
い
方
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

涼感たっぷりのオオシュプンナイの，竜(中里)

A . 
マ

て高金 。
い原本
ま酪門 i

す 農
。地 。

帯カ
をモ
イメ
メカず
l飛
ジん
Lで
fヒL、
絵る
カずと

描 二
か ろ
れと

今
金
町
総
合
公
園

ス
ベ
リ
台
な
ど
子
供
た
ち
が
喜
ぶ

遊
具
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

逼
泉
、
逼
水
プ
l
ル
、
パ

ー
ク
ゴ
ル

フ
が
楽
し
め
ま
す
。• 

愛指令ランド(神丘)

今金中が遺足を Lτいました

金原緑と夢の丘公園
ゲートポール場 もあります

親水広場 とLて整備される

下ハカイマ ップ川えん堤(種川)

パークゴルフ、テニスが楽しめる高奨公園

満々と水を貯わえ るピリカ湖
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〔

農
地
転
用
と
は

無
断
転
用
に
厳
し
い
措
置

中
高
年
齢
労
働
者
受
講

奨
励
金
制
度
活
用
の
す
す
め

農地の転用には

許可が必要です

農
地
を
無
断
で
転
用
す
る
こ
と
は
、

農
地
法
違
反
で
す
.
無
断
転
用
者
に

は
、
間
金
や
現
状
回
復
命
令
な
ど
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

回

・
畑
な
ど
の
農
地
を
、
住
宅

敷
地
や
道
路
な
ど
の
農
地
以
外
の

用
途
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

中
高
年
齢
労
働
者
等
受
講
奨
励
金

制
度
と
は
、
現
在
、
勤
務
さ
れ
て
お

り
、
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

満
叫
歳
以
上

町
中
高
年
齢
労
働
者

が
、
将
来
の
た
め
に
、
社
会
保
険
労

務
士
、
衛
生
管
理
者
な
ど
合
わ
せ
て

全
国
で
、

7
0
0
余
り
の
講
座
の
中

か
ら
自
分
に
あ
っ
た
講
座
を
選
ぴ
、

そ
の
受
験
講
座
を
修
了
し
た
場
合
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
国
が
助
成
す
る

と
い
う
制
度
で
す
.

昭
和
臼
年
に
創
設
さ
れ
た
と
き
は

印
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
年
齢
を
岨
齢
ま
で
引
き
下

げ
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な

り
ま
し
た
。

尚
、
詳
し
く
は
函
館
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー
開
発
援
助
課
ま
で
。

宮

0
1
3
8
5
2
0
3
2
3

一
時
的
転
用
巳
も
許
可
ガ
必
要

農
地
転
用
の
手
続
き

一
時
的
に
資
材
置
き
場
、
作
業
貝

宿
舎
な
ど
に
す
る
場
合
も
、
転
用
に

な
り
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
場
合
の
許
可
申

翻

・
届
出
町
手
続
き
に
は
、
他
的
法

律
と
の
関
係
な
ど
線
維
な
部
分
も
あ

り
ま
す
.
事
前
に
農
業
委
員
会
で
転

用
の
あ
ら
ま
し
な
ど
に
つ
い
て
相
談

の
う
え
‘
正
し
い
転
用
手
続
き
を
お

こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

現
況
で
判
断
さ
れ
ま
す

地
目
が
農
地
で
あ
れ
ば
、
た
と
え

ず
っ
と
耕
作
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

農
地
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
土

地
登
記
簿
上
の
地
目
が
農
地
で
な
く

て
も
、
現
況
が
問
、
畑
な
ど
で
耕
作

し
て
い
れ
ば
、
転
用
に
は
許
可
が
必

要
で
す
。

早
め
に
手
続
き
を

届
出
の
場
合
を
除
き
、
許
可
ま
で

に
2
1
3
ヶ
月
程
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
申
請
地
が
農
業
振
興
地
域

の
農
用
地
区
域
内
の
場
合
は
、
許
可

申
簡
の
前
に
農
用
地
区
域
内
除
外
ま

た
は
、
用
途
変
更
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

花
石
出
身
の

安

達

さ

ん

花石小学校に19回目の

也前

転
用
巳
は

2
種
類
あ
り
ま
す

企子供たちも、おい Lそうに宜べていま Lた。

4
月
凶
目
、
函
館
市
内
で
す
し
盾

を
営
む
安
達
菰
さ
ん

ωが
、
母
校

の
花
石
小
学
校
(
児
童
数
8
名
)
に

す
し
の
出
前
を
し
て
子
供
た
ち
に
、

た
い
へ
ん
菩
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

す
し
の
出
前
は
、
今
年
で
四
回
目

と
い
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
も
心
待

ち
に
し
て
い
た
も
の
で
す
。

児
童
会
長
の
佐
藤
雅
彦
〈ん
が
「
来

年
も
元
気
に
花
石
小
に
来
て
く
だ
さ

い
。」

と
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

①
農
地
法
第
4
条

・

農

地

内

所

有
者
本
人
が
、
そ
の
農
地
を
転
用
す

る
場
合
。
所
有
者
が
申
鯖
人
と
な
り

許
可
申
踏
ま
た
は
、
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

②
農
地
法
第

5
条

農

地

内

所

有
者
か
ら
農
地
を
買
い
受
け
ま
た
は
、

借
り
受
け
て
い
て
、
そ
の
農
地
を
転

用
す
る
場
合
。
所
有
者
と
転
用
す
る

者
と
が
申
間
人
と
な
り
、
間
可
申
鮒

ま
た
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

のし

間
合
先

農
地
の
転
用
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

農
業
委
貝
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
.

〈
町
民
セ
ン
タ
ー
内

含

2

0

6

3

1
V

:君愛
鎚21• 

• 

• 

• 

• 
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ス
ポ

l
y
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
パ
ス
ケ

y
ト
ポ

l
ル

に
力
を
入
れ
た
い
で
す
。

勉
強
で
は
、
予
習

・
復
習
を
毎
日

や
る
事
と
、
わ
か
ら
な
い
問
題
が
あ

れ
ば
、
進
ん
で
先
生
に
質
問
し
、
正

し
く
理
解
し
た
い
で
す
。

後
は
社
会
的
勉
強
に
、
力
を
入
れ

た
い
で
す
。
ど
う
し
て
か
と
言
う
と
、

6
年
生
に
な
る
と
新
し
く
歴
史

・
政

治
が
出
て
〈
る
し
、
新
し
い
勉
強
な

の
で
、
は
り
き

っ
て
が
ん
張
り
ま
す
。

歴
史
は
、
勇
気
君
が
得
意
な
の
で
、

わ
か
ら
な
い
時
は
勇
気
君
に
聞
い
て
、

が
ん
張
り
た
い
で
す
。

私
は
児
童
会
副
会
長
な
の
で
、

6

年
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
‘
意
見
を

た
く
さ
ん
出
し
た
い
で
す
。

私
は
、
最
初
が
大
事
な
の
で
、
勉

強
時
間
は
、
問
題
に
食
い
つ
い
て
行

き
た
い
で
す
。

⑨
⑨
⑧
⑨
ぼ
)⑧

続
け
、
が
ん
張
れ
な
か

っ
た
の
を
直

し
て
行
き
た
い
で
す
。

特
に
、

一
番
最
初
に
や
り
こ
な
し

た
い
と
言
う
目
標
は

「早
ね
早
起
き

を
す
る
L

で
す
。
を
ん
と
な
く
簡
単

そ
う
で
す
が
、
全
々
起
き
れ
な
い
時

が
続
け
て
あ
る
し
、
早
起
き
で
き
る

と
思
い
お
そ
く
ね
る
と
、
次
の
目
的

朝
は
全
く
起
き
れ
な
い
時
が
時
々
あ

る
か
ら
で
す
。

2
つ
目
は
、
何
事
も
が
ん
張
る
と

い
う
事
で
す
。
私
は
こ
の
年
、
何
事

に
も
、
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す。
校
長
先
生
は
よ
く
朝
会
的
時
な
ど

に
「
一
番
最
後
で
も
、
が
ん
張
れ
ば

一
等
賞
で
す
よ
J
と
い

っ
た
時
か
ら

色
々
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

6
年
生
に
な

っ
て沙

織
aeん

中
野

八
東
小

6
年

私
は
、
今
年
か
ら
念
願
の

6
年
生

を
む
か
え
、
と
っ
て
も
は
り
き
っ
て

い
ま
す
。

私
は
6
年
生
に
な
る
事
を
、
楽
し

み
に
し
て
い
た
し
、

6
年
生
に
な

っ

て
か
ら
の
目
標
を
、
前
の
日
か
ら
、

決
め
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
今
ま
で
が
ん
張
っ
た
事
を

一

撃

の

輸

の

震

に

竪

つ

今
村
由
井
手

↑

…

司

お
ぼ
ろ
あ
や
樹
キ
リ
キ
リ
と
ワ
イ
ン
伽
く

杉

本

あ

い

問

〈

4

う
れ
し
く
て
、
ヲ
れ
し
く
て
応
の
椴
ご
ろ
も

狭
間
十
紀
夫

1

…

去

と

能

す

皆

の

喜

望

つ

藤
原
た
が
と
し

一i
撃
?
館
内
組
態
相
し
き

石
井
智
恵
子

一

告

訴

僻

諾

襲

他

ぱ

る

る

佐

藤

秀

峯

一

山

川

島

し

あ

雷

雲

ム

辻

知

子

〕

〈

)
)
)
)
)
)
))
)
)
))

)
)
)
)
)
)
)1
j
)
)
)
)

付

私
は
今
年
本
当

に
は
り
き
っ
て
い

る
し
、

一
年
は

7

y
と
言
う
聞
な
の

で
中
学
校
に
向
け

て
、
が
ん
張
り
た

い
で
す
。

今
春
、
地
元
町
高
校
を
卒
業
し
て
側
べ
い

ゅ
の
事
務
職
只
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

「仕
事
を
覚
え
る
の
に
精
一
杯
で
す
が
、

楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
」

と
話
す
町

河
さ
ん
は
読
書
と
音
楽
鑑
賞
が
趣
味
で
高
校

時
代
に
は
1
日
も
休
ま
な
か
っ
た
と
い
う
頑

張
り
屋
で
も
あ
り
ま
す
。

職
場
の
同
僚
も

n
素
直
で
明
る
く
と
て
も

い
い
子
で
す
ψ

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日月美九 州旭町

若葉マーク

国r;可



忘
れ
な
い
で
グ

児
童

手

当

の

現

況

届

児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎
年

6
月
中
に
児
童
の
養
育
的
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
、
現
況
腐
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
を
提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
、

6
月
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
.

〈
町
民
福
祉
課
福
祉
係
〉

インフョrメーション

水
難
事
故
に
注
意
H
H
U

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
農

業
用
用
排
水
路
で
の
幼
児
や
小
学
生

な
ど
の
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

農
作
業
も
始
ま
り
、
か
ん
が
い
用

水
や
雨
な
ど
で
も
大
量
に
水
が
流
れ

込
み
、
水
量
も
増
し
、
水
流
も
早
〈

大
変
危
険
で
す
。

子
供
た
ち
が
好
奇
心
か
ら
、

万
一

用
排
水
路
な
ど

へ
落
ち
た
場
合
、
死

亡
事
故
に
つ
を
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
悼
ま
し
い
皐
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
日
頃
か

ら
家
庭
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
で
周

排
水
路
な
ど
の
付
近
で
は
、
絶
対
に

遊
ば
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
、
注
意

し
あ
い
、
事
故
防
止
を
地
域
ぐ
る
み

で
進
め
ま
し
ょ
う
。

機診を受けて明るい健康づくり

(町民相祉課衛生係 ・国保係)

6月みんな

〈耕
地
開
発
課
V

N
T
T
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
い
附
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た

今
金
営
業
所
内
窓
口
業
務
を
6
月
1

日
で
閉
庖
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
巳

閉
居
後
の
ご
注
文
窓
口
及
び
受
付

時
間

-
屯
簡
の
新
設
移
転
は
局
番
な
し

の
1
1
6
番
へ
〔
平
日
(
月
1
金
V

の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で〕

.
電
話
の
故
障
は
局
番
な
し
の
1

1

3
番
へ
〔
平
日

・
祝
祭
日
を
問
わ

ず
M
時
間
的
受
付
)

-
電
報
の
お
申
込
は
局
番
な
し
の

l

1
5
番
へ
〔
平
日
・
祝
祭
日
を
問

わ
ず
午
前
8
時
か
ら
午
後
叩
時
ま

で
で
す
。
但
し
、
緊
急
定
文
電
報

.
無
線
電
報
に
限
り
午
後
日
時
以

降
も
受
付
〕

-
電
話
料
金
の
お
支
払
い
は
銀
行
・

郵
便
局
農
協
等
の
金
融
機
関
へ

〈

N
T
T
今
金
営
業
所
〉

平
成

6
年
分

所
得
税
の
特
別
減
税

O
平
成
6
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た。

• • 
こ
の
特
別
減
税
め
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

{特
別
減
税
の
対
象
と
な
る
人
}

平
成
6
年
分
の
所
得
税
の
納
税
者

で
す
。

【特
別
減
税
額
}

平
成
6
年
分
所
得
税
額
の
初
%
相

当
額
で
す
。
(
最
高
限
度
額
2
百
万
円
)

{特
別
減
税
内
実
施
方
法
】

①
給
与
所
得
者

原
則
と
し
て
、
本
年
6
月
及
び
年

末
調
整
時
の
2
固
に
分
け
て
、
給
与

支
払
者
の
も
と
で
還
付
又
は
控
除
し

ま
す
。

②
公
的
年
金
等
の
受
給
者

原
則
と
し
て

1
月
か
ら
6
月
ま
で

と、

7
月
か
ら
ロ
月
ま
で
の
期
間
的

2
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

同
級
終
的
支
給
月
に
泣
付
さ
れ
ま
す

が
、
最
終
的
に
は
硲
定
申
告
に
よ
っ

て
精
算
さ
れ
ま
す
。

③
事
業
所
得
者
等

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
て
い
る
方

は
、
平
成
6
年
に
納
付
す
る
予
定
納

税
及
び
確
定
申
告
に
よ
り
、
特
別
減

税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

{
八
雲
税
務
署
}
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社会福祉協議会だより 6. 5. 10 

※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。(敬称略)

〈埼玉 県> I <瀬棚 町〉
光 の 村 養 護 学 校 三 浦 沙 月
〈札幌 市> I <北槍山町〉

瀬棚民謡舞踊『鎗の会J 車 ハ イ ヤ ー
池 田 克 彦檎山北高家庭クラブ
片岡洋一〈今金町〉
〈函館 市〉 大 童 敬太郎
佐 藤 男 治 緒 方 一 雄
浜 西 信義 種川婦人 会
(株) ニ ッセン函館庖 稲 垣 雅 夫
〈蛇田 町〉 立正校成会
石山フジエ栗山幸雄
〈八雲 町〉 菊 寿 司

近及 川藤 博留 徳吉奥て 井井 照忠 男子

〈長万部町〉 官水 野 利喜 夫
高 橋 ハ ル種川小学校児童会
くよノ国町〉 鈴 木 忠
大 谷 松三郎パチンコボンボン

〈乙部 町〉 多 国 絡守信竹協次識 伸合坂正鶴尾形 ー

〈瀬棚 町〉 金沢 郎

平喜 藤山 雅明 英和l青年団体迎 会

平 成 7年 3月の新規学校卒業者(中学 高校)の

。立i 目 対卑者 実施目 目寺 間 対草地区 実施金場 摘 考 お知らせ

6日開) 6/17、 6/23

① 一 般相談 全 住 民
13日開)

10: 00-12 凹 全地区
老人福祉 町母純学級は、

20日開) センター
保健指導、健康相談

空回受講で終了

27日開) となります。

② 乳児相談
生後

2日開
受付 四T 民 保健/ij事、健康相談、身体

6、 9ヶ月児 13:00-13:3日 " センタ 自十担り

③ 妊錦健器 妊婦の方 7日凶
畳付

" 国保病院
尿検査、血液検査、歯科指導、

13 : 00-13 : 30 保健指導、医師診車〈有料)

@ 股 脱健世 生佳 3ヶ月児 14日同
畳付

" 
今金

股関節X線栂ii
13: 00-14: 00 保健所

i歳~就学刷の 14日凶
9:00句、 13:00、

パネルによる指導、検まま染

⑤ 歯科検器 17: 10勾

町 民 め出し、保健指導、ブラヅ

全幼児 " 
15日同 9:00旬、 13:00

センター νムノグ指導、フッゾ塗布、

虫歯進行止め

⑤ 育児嶋座 生後 3ヶ月児 16日同
受付

" 
身体計測、保健指導、健康

" 9 : 3叩0ト"向内‘、、、叶巴、、巴匂- 相談

⑦ 乳児倒島
生後 4、 7、

" 
畳付 身体計棚、医師普罪、歯科

10、12ヶ月児 " " 12:30-13:00 指導、輩聾惜導、探位指導

⑧ 母却学級 妊婦の方 17日樹
畳付

" 
老人福祉 ビデオ、保健師、歯科!li生

13: 00-13 : 30 センタ 土による指導

⑨ " " 23日同
畳付

" 
WJ 民 ビデオ、栄聾士、保健闘に

13: 00-13 : 30 センタ よる指導

⑪ 無低地区
全 住 民 28日凶

畳付
" " 耳鼻科

巡 回陸軍 14: 20-14: 50 

新規学校卒業者の
求人はお早めに.グ• • 

今金町で定期の妊婦健診が受診できます

町では平 成 6年 4月より、八雲総 合 病 院に協力をTJ'jき今金町国保病院で月一回妊婦健診を実施し

ています。 内容と しては、産婦人科医師向診察 (最新エコー機器による検査)、栄養士による栄養

相談、歯科衛生士による歯科相談、保~!!相談、尿検査、血液検査(初期と後期 ) となっています。

定期の妊婦健診 として活用ください.

なお、病院で の診療と同様になりますので、受診の際は母子手帳 ・保険証と 診察料が必要です。

(妊娠の確定 診断を受 けたい方な どは、 まず 産婦人科の病 院 を受診されますよ うお願いいたしま

す 。)

妊婦 健 診 に つ いてのお問い合わせは、町民福祉課術生係 ・保健指導係までお願いします。

(内糾1122.123番)
6月20日から受理を開始いたします。

新卒者の多くは、地元での就職を希望しています

離れて就職しています。

若年労働力的確保のため、採用計画のある企業は

が、企業内求人申込みが遅いため若い人材が地元を

〈ハローワーク函館事業所部門

宮 0138-26-0735)

早めに求人申込みされるよ うお願いします。

求人は、
fi2- 0111 
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B月の休日当番匡 令令o@o住民の動態。@o令。g。

(前月対比)

(+31) 

( +14) 

(+ 17) 

(+ 18) 

4月末現在

7，447人

3，598人

3，849人

2，490世帯

口人

男

女

世帯数

合④5011

8③5321 

(北槍山)

(北槍山)

道南ロイヤノレ病院

北 倫 山町田保病院

5日

12日

合②0221金)(今今 金 町 国保病院19日

宮②0324金)(今院医回宮26日

4月25日(孝志、 2女)南盟受

5月6日(勝九長男)高美町

‘q
，
 

炉』てめお
、
司

Jよ

ら

な

ら

な

じ

の
香
企
太

ん

ず白
川
健

た

あ明

お

屋

固

苅

今
厚生大臣指定講習会

(歯科衛生士)のご案内

博美九(南町)

敏江九(南輩町)

千鶴さん(田島)

固 いつまでもお Lあわせに

話阿部博見さん(南町)=新谷

y.森 朋彦九(南幸町)=辻井

x.津田 史広さん(u割j)=工藤

日本歯科衛生士会が歯科衛生士法の一部を改正する

法律 (平成元年法律第31号 )附則第 7条に規定する厚

生大臣指定講習会を開催しますので、ご案内します。• 先月号の~、つまでもおしあわせに'の欄

で紹介Lた鈴木志直さんは鈴木志宏さん

の誤りでした。訂正してお詫びいたします。

言己

l 申込み方法 (講習会の 2週間前まで)

往復ハガキに次内事項を記入Lて投函してください。

往信用 (1)受鱗希望講習会内月目、会場、内容等

南町

略町

上種川

64歳

76歳

78歳

圏おくやみもう Lあげます

4月20日

4月28日

5月2日

正光さん

健雄三

仁戴さん

藤

藤

野

遠

須

管

(2)住所、氏名 、電話番号

(3)勤務先

(4)出身校、卒業年度

(1)自分の住所、氏名

人事異動(5月 1日〉のお知らせ
経済部長 (経済部長兼商工観光課長)

大和 英雄

商工観光課長兼商工観光係長 (総務課長補佐)

自国壮ニ

※ ( ) はHIJ車誼

旭川支部

札幌会場(9月18日、 10月23日)

札幌市中央区南 7条西10丁目

北海道歯科衛生士会

3， 000円(当日会場にて)

3 受講対謀者

歯科衛生士の免許を有する者

4 申込先及び問合せ先

旭川会場 (7月17日)

旭川市神居 z条12丁目

北海道歯科衛生士会

料構

i星{雷用

2 受

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場
制
②

ofat-番

• 

編
一集
一後
一記

札帆支部

マ
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

天
候
に
恵
ま
れ
ず
チ
ヨ
ッ
ト
残
念
で

し
た
。。安

・
近

-
短
e

の
時
代
、
私
は

美
利
河
の
ゴ

l
カ

l
ト
場
で
チ
ヲ
ロ

チ
ョ
ロ
し
て
い
ま
し
た
。

'v
通
算
9
年
間
あ
ま
り
の
ホ
き
に
わ

た
り
、
町
教
育
委
貝
会
教
育
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
遠
藤
正
光
ぷ
川
酬

が
、
去
る

4
月
初
日
、
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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